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国内の自動車メーカーに目を向けると、ホンダでは、

2026年以降に発売する電気自動車（EV）などのプラス

チック部品について、部品ごとに単一素材で作ることで

分別の手間をなくし、再利用しやすくするための検討が

進められています。

NGPは、これまでも使用済み自動車の部品のリユース

に積極的に取り組むとともに、リユースできない部分も

精緻な解体により、資源として国内で循環させることに

重点を置いてまいりました。

ただし、サーキュラーエコノミーの実現のためには、これ

まで廃棄物として見過ごしてきたものを見直して循環さ

せ、廃棄物の発生を可能な限り抑制するとともに、生

産・販売を担う「動脈産業」との連携を強化し、自動車

業界全体で取り組んでいくことが必要不可欠であると

考えております。

持続可能な社会の実現とは、豊かで美しい地球を子ど

もたちに引き継いでいくことにほかならず、これまでの

取組みをさらに深化させるとともに、NGP 組合員やス

テークホルダーの皆さまはもとより、動脈産業をも巻き

込みながら活動の幅を広げ、自動車リサイクルを通じ

て、地球の未来に対して果たすべき社会的な責任を全

うすることが私たちの使命であると考えております。 

今後もリユース部品の利用拡大に取り組んで CO2の

排出削減に大きく貢献するとともに、廃棄物の発生抑

制や素材の再資源化の推進、環境保全の大切さを子ど

もたちに伝える活動に取り組み、引き続きカーボン

ニュートラル、サーキュラーエコノミーの実現に貢献し、

持続可能な社会を次世代に引き継いでまいります。

昨年アラブ首長国連邦（UAE）のドバイで開催された

COP28では、パリ協定の 1.5℃目標（2030年までの気

温上昇に関する長期目標）に対する進捗状況を世界全

体で評価する「グローバル・ストックテイク（GST）」に関

する初めての決定が採択され、目標達成のために緊急

的な行動の必要性が改めて確認されるとともに、化石

燃料から脱却し、2030年までに再生可能エネルギー発

電容量を 3倍、省エネ改善率を 2倍にすることなどが盛

り込まれました。

このように、激しさを増す気候変動問題解決の鍵を握

るカーボンニュートラル実現のためには、脱化石燃料、

再生可能エネルギー促進、電化といった製品のライフ

サイクル全体での考え方の転換が重要です。

また、国土が狭く資源の乏しい日本では、資源の枯渇や

増え続ける廃棄物による埋立処分場のひっ迫は特に深

刻な問題であり、大量生産・大量消費・大量廃棄の一

方通行型のリニアエコノミー（直線型経済）から、廃棄

物を生み出さず、製品・資源を高い価値を保ったまま循

環させるサーキュラーエコノミー（循環型経済）への転

換が不可欠です。

EUでは、ELV（使用済み自動車）の処理・リサイクル方

針を定めた「ELV指令」について、ELV中のプラスチック

の 30％をリサイクルすることや、新車生産に必要なプ

ラスチックの 25％以上を再生プラスチック（うち 25％を

ELV由来）とすることなどを盛り込んだ改正案が審議さ

れています。

日本では、2023年 3月に経済産業省が公表した「成長

志向型の資源自律型経済戦略」においてサーキュラー

エコノミーへの転換を積極的に進める方針が打ち出さ

れ、自動車リサイクル業界でも、経済産業省主導でプラ

スチック等の資源回収インセンティブ制度や、製造業と

リサイクル業の連携によるプラスチックの再生利用促

進のための産官学コンソーシアムの立上げなどが進め

られています。

トップメッセージ

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合

理事長　小林信夫

Index

3

トップメッセージ……………………………………………………………… 3

NGP が目指すサーキュラーエコノミー…………………………………… 4

SDGs 宣言と 2030 年の目標……………………………………………………6

目標に対しての2024 年度活動報告（2023 年9月 ~ 2024 年8月）……………… 8

2024 年度の活動報告………………………………………………………… 14

沿革………………………………………………………………………………26

組合概要………………………………………………………………………… 27

2024 年 9 月 







8 9

50
（万 t）

40

30

10

20CO₂削減値 20万 t

CO₂削減値 10万 t

NGP SDGs Challenge

2030 20162030 2016

500万台 1000万点

使用済み自動車
処理台数

使用済み自動車

約44万台から
部品を再利用

2016 2017 2018 2019 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 20292020

目標 CO₂削減値

GOAL

使用済み自動車約1000万台から2000万点以上の

自動車リユース部品と適正なリサイクル処理を実施し、

50万トン以上の CO₂削減に貢献します。
2030年までの目標

GOAL

44万台約 万点

目標に対しての 2024年度活動報告 2023 年 9月～2024年 8月

50万 t 以上

ここで
半分！

あと
わずか！

258,269� �������

2024年
CO₂削減値

24,097� �������

今ここ！

2024年
CO₂削減値

24,097� �������

2030

2023 年までの累計削減値

234,171 � �������

2024

※ブナの木1本あたりのCO₂吸収量は、国立研究開発

法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所調べ

樹齢100年、立木密度500本/haのブナ林で、

ブナの木1本あたりの平均値を算出。この数値は

ひとつの例であり、地域が違えば異なった数値に

なる。

試算条件　：

※ブナの木1本は年間約11kg の
CO₂を吸収するといわれています

目標生産数 2000万点以上目標処理台数 1000万台以上
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2024年までの達成削減値 

2024

約105
リサイクル部品の
生産販売実績

万本分の219ブナの木
CO₂吸収量に相当

約

₂
※自動車リサイクル部品産学共同研究会が、「自動車リサイクル部品による

環境負荷低減効果の研究」の結果をもとに、NGPが販売したリユース部品の

90部品（左右ある部品を含む115部品）と、リビルト部品の3部品を対象に
算出した数値です。
NGP の産学共同研究の成果については専用ホームページ「NGP エコ
プロジェクト」で公開しています。

リサイクル部品を
利用することで
CO₂削減
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香川県豊島の産業廃棄物（自動車破砕くず等）不法投

棄により失われた自然を取り戻す環境再生活動を行い、 環

境保全と3Rの大切さを後世に伝える活動を行います。
2030年までの目標

GOAL

国立公園にふさわしい姿へ原状回復

豊島事件のようなことが二度と繰り返され
ないよう、環境教育の場として活用

適切な方法で管理し、持続可能な形で次世
代に引き継ぐ

2030年までに不法投棄現場すべてが、
国立公園にふさわしい姿にもどることを
目指して活動していきます。

基金への寄付・募金活動と香川県豊島の環境保全・再生活動を行っています。

廃車 1 台ごとに、 また、 リサイクル部品を使用することで得られる CO₂ 削減量に応じて寄付金を「瀬戸内オリーブ基金 」 へ寄付しています。

瀬戸内オリーブ基金への寄付活動

リサイクル部品の利用が、
豊島の環境再生へ貢献

廃車1台が豊島の
環境再生へ貢献

廃車を1台引き取るごとに寄付
金。また、全加盟店に募金箱を設
置しています。

車の修理や車検でリサイクル部
品を利用することで得られる
CO₂削減量に応じて寄付。

香川県豊島
環境保全
再生活動

廃車
寄付

寄付

募金

瀬戸内オリーブ基金は、有害産

業廃棄物の不法投棄事件「豊島

事件」をきっかけに、2000年に

設立された NPO法人で、瀬戸内

の美しい自然を守ること、再生す

ることを目指しています。

瀬戸内オリーブ基金について

NGP は瀬戸内オリーブ基金の活動である、
「豊島ゆたかなふるさとプロジェクト」に賛同しています。

廃車王で１台引き取るごとに寄付金

廃車王全加盟店に募金箱を設置

リユース部品
（販売）

CO₂削減

CO₂削減量に応じて寄付

森の生態系や美しい砂浜を回復し、不法投棄がされる前の、豊かな自

然に恵まれた国立公園としてふさわしい姿を取り戻すために、活動して

います。

毎回、初参加の参加者は、豊島での活動の意義を知ることを目的に「産

業廃棄物不法投棄現場」や「豊島のこころ資料館」の見学を行ってい

ます。実際に現場で生の情報に触れることで、豊島事件の重大さ・深

刻さはもちろんのこと、自動車のリサイクル・適正処理の大切さや環境

の再生には長い年月がかかることを肌で感じています。

不法投棄現場見学

国立公園原状回復活動（荒廃地の整備）

2023年4月に活動した場所で、前回荒廃地の整備をしたことで松の木

が育ち始めていました。この松の木を「柚の浜」の海岸とオリーブ畑の間

に移植して防砂林として活用する話をオリーブ基金事務局より相談を受け

ており、その準備として成長途中の松の木の周りの雑草を除去しました。

厳しい暑さの中ではありましたが、将来的にはオリーブの育成にも関わる

重要な作業となりました。

2024 年 5月 30日

NGPの目指すゴール

豊島再生プロジェクトに関する
活動の詳細はこちら 
https://www.ngp.gr.jp/sdgs/teshima/ 

2023 年 10月 23 日　 寄付金目録贈呈

（左から）
サステナブル委員会 岸本恭秀委員長
サステナブル委員会 伊地知志郎担当理事
廃棄物対策豊島住民会議 安岐正三事務局長
瀬戸内オリーブ基金 岩城裕理事長
NGP協同組合 小林信夫理事長

目標に対しての2024年度活動報告 2023 年9月～2024年 8月

NGP 小林信夫理事長、サステナブル委員会伊地知志郎担当理事から、NPO 法

人瀬戸内オリーブ基金の岩城裕理事長に寄付金目録を贈呈しました。

初参加の7名に対して、「豊島事件」と活動の意義について正しく理解し

てもらうため、見学会を実施しました。不法投棄を起こした業者の元事

務所を活用した「豊島こころの資料館」では、廃棄物

対策豊島住民会議の安岐事務局長より「豊島事件」の

歴史や、当時の悲惨な状況、住民が一丸となって戦っ

たことなどを、当時の写真や産廃（シュレッダーダスト）

の剥ぎ取りを実際に見て、聞き「豊島事件」の歴史と

不法投棄現場の現況について学びました。その後、不

法投棄現場を見学しました。

当時の廃棄量の多さを想像させられるだけでなく、豊

島の美しい自然は奪われたままであることを実感しました。

2024 年 5月 30・31 日
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GOAL

国立公園原状回復活動（岡山大学との植生回復活動）

産業廃棄物不法投棄の影響で荒れた土地に外来植物が繁殖し、変わってしまった豊島の植生

を回復するため、2015年1月に豊島住民会議と瀬戸内オリーブ基金が、荒廃地緑化や環境

緑化を専門とする同大学の嶋教授に相談をしたことがきっかけで、2015年4月から植生回復の

研究を開始しました。自然の回復力で植生が戻るのが理想ではありますが、豊島に多く自生し

ていたツツジ科の「コバノミツバツツジ」などは人が補助しないと育ちにくいことから、岡山

大学や豊島の小中学校で苗木を育ててから植樹しています。 不法投棄現場は、見た目は緑が

回復しているように見えても、本来そこに自生していた多様性の豊かさは回復していません。

NGPは不法投棄現場跡地を元の美しい豊かな状態に戻すために、2022年から岡山大学と

連携し、植生回復活動を行っています。

岡山大学が豊島の植生回復の研究をしている区画で、豊島に元々自生している植

物の種子を研究区画に撒き、成長過程を観察していく作業を共同で行いました。

種を撒くと言っても、売られている種を撒くのではなく、豊島の植生が根付いて

いる土地から種子の混ざった土を運び、研究区画に撒く「表土撒き出し法」という

手法で行われるため、初日は下準備として、研究区画の雑草を刈る班と、土を

採取する場所の落ち葉や枝を取り除く作業をする班とに分かれて行われました。

2024 年 2月 1 日・2日

嶋教授は、「山の斜面には、条件が良くなるまで発芽しない休眠している種子が

あります。それを研究区画に植えます。全部芽が出なくてもよいのです。その環

境に合ったものだけ芽が出ればよいのです。」と語っており、以前より本研究の

成果が豊島の産業廃棄物不法投棄現場の植生回復の見本になれば、との想い

で活動を続けております。

岡山大学が豊島の植生回復の研究をしている区画で豊島に元々自生している植

物の種子を研究区画に撒き、成長過程を観察していく作業を共同で行いました。

今回の作業は、前回作業した場所の植生を促すためと、作業範囲を広げるた

めに枯れた松の木を除去する作業と雑草を刈る作業を行いました。範囲を広

げた場所には前回同様に「表土撒き出し法」を行い、1 年目に種子を撒いた

場所、2年目、3年目に種子を撒いた場所と、植生回復の経過が分かるよう

にしていく予定です。

産廃処分地展望台の整備

また、研究区画内に植えたコバノミツバツツジに「たい肥」を撒く作業も行いました。コバノミ

ツバツツジは豊島に自生するツツジですが、非常に弱いため岡山大学で植生回復の一環として、

コバノミツバツツジの種から苗木へと育成し、その苗木を１年間、地元の小・中学校に預けて

毎日水やりをしてもらい、植樹する活動を行っています。

2024 年 5月 30日・31 日

目標に対しての2024年度活動報告 2023 年9月～2024年 8月

嶋教授は、「ここは、小学生をはじめ多くの見学者が通ります。階段の横には

豊島に自生していた植物、コバノミツバツツジなども一緒に植えて、元々はこ

れだけの植物があったということを示したいと思っています。言葉で『豊かな自

然がここにはあった』と言っても、今はどこにもないのですから。」

と語っており、以前より本研究の成果が豊島の産業廃棄物不法投棄現場の植

生回復の見本になれば、との想いで活動を続けています。

産廃処分地の近くには現場を見下ろせる展望台があり、見学コースにもなって

いることから多くの方が訪れます。今回の作業は、展望台からの視界を妨げて

いる雑草の除去と、展望台に上るまでの階段横の整備を行いました。階段横に

ついては、今後も整備を続け豊島に自生している植物を植えることを予定して

います。

●岡山大学の植生回復活動について

二日目は、山の斜面から土を研究区画に運び、撒くという作業を全員で行いました。

表面から 5 センチくらいの土を集めて運ぶという作業で、体力を使う作業ではありまし

たが、元々岡山大学側の人の手が不足していた背景もあり今回の作業は産学共同だか

らこそ実現したと感じることができる作業となりました。
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2023年 9月～ 2024年 8月2024年度の活動報告

組合の資源回収実績NGPアップサイクルプロジェクト

自動車には、鉄をはじめとする様々な素材が使用されています。NGP では、使用済み自動車から

再利用可能な部品を取り外した後、部品として再利用できない部分は、素材ごとに徹底的に分別

して最大限のリサイクルを行い、資源循環によって持続可能な社会に貢献しています。

自動車のフレーム、ドアやサスペンション等の
部品から鉄資源を回収しています。

18万7,203トン

×4

×7

奈良の大仏：約7体分

自動車の配線から銅資源を回収しています。

1,630トン

新幹線のぞみ
16両編成

4,870トン 445トン

※プラスチックは通常、回収しなければ焼却されゴミとなりますが、
新たなプラスチック製品の資源としてリサイクルされた実績です。

※銅スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。※鉄スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。

（約 250トン）

（約700トン）

東京タワー：約47 個分
（約 4000 トン）

10個分

バンパーや内装材などの部品から
プラスチックを回収しています。

回収実績

アルミホイールなどのアルミ
素材の部品からアルミ資源を
回収しています。

の 回収実績の

回収実績
の

回収実績の
アルミ

鉄 銅

プラスチック

このプラスチック445トンをリサイクルすることによって、
ゴミの削減に貢献しています。

学校などにある２５ｍプール（幅：１２メートル、深さ：
１メートル）の水の重さ、約300トンに例えると

～廃棄物から価値あるものへ～

廃車から排出される廃棄物を削減するために、これらを回収・有効活用し、

価値あるものに生まれ変わらせる取組みを行っています。

NGP UPCYCLE PROJECT 第一弾

NGP UPCYCLE PROJECT 第三弾

NGPでは、 SDGsの目標にも掲げているとおり、「3Rの大切さを後

世に伝える活動」として、子どもたちへの環境教育に力を入れて

います。廃車の取扱説明書をアップサイクルして、子どもたちが 

3Rの大切さを学べる「環境教育ノート」を製作しています。

エアバッグとシートベルトは非常に強い生地なので、アウトドア用品に

使用できるのではないかと考え、全国のアウトドア系のブランドやショッ

プに対し、コラボレーションによるアップサイクルの取組みを打診したと

ころ、アウトドアライフストア「WILD-1（ワイルドワン）」を運営する株式

会社カンセキ様よりご賛同をいただくことができました。

廃棄物となっていた取扱説明書を資源と
して有効活用し、 環境教育ノートを製作

アウトドアストアとのコラボにより、エアバッグ・シートベルトを回収し
アップサイクルした薪バッグを製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECT 第二弾

廃車の取扱説明書と梅の種を炭化させた「梅

炭」を混ぜて、2つの廃棄物を掛け合わせてアッ

プサイクルし、消臭・除湿機能のあるノベルティ

「廃車王炭エコクック」を製作しています。

2 つの廃棄物を掛け合わせて、消臭・除湿機能
がある「廃車王 炭エコクック」を製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECT

杯分約1.5約

UPCYCLE

多くのキャンパーからの支持を集める同社より、昨今のキャンプに欠か

せない焚火に使用する薪を運ぶためのバッグを製作してはどうかとの提

案がありました。それを受けて同社とのコラボレーションにより、エア

バッグとシートベルトをアップサイクルした薪バッグを製作しました。
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2024年度の活動報告 2023年 9月～ 2024年 8月

被災地復興支援活動

NGPは地震や豪雨による洪水や土砂などで被害を受けた車両の引き上げ、処理活動などを通して被災地支援を行っています。

東日本大震災をはじめ、様々な震災において車両の引き上げ作業はその後の復興の手助けとなります。

NGPでは、今後も積極的に被災地支援活動を行っていきます。

2024年１月１日に発生した令和６年能登半島地震の被害の甚大さに鑑み、被災された皆様の救済及び被災地の復旧に役立てていただくため、日本

赤十字社を通じて、令和６年能登半島地震災害義援金（石川県、富山県、新潟県、福井県）として100万円を寄付させていただきました。

三大信条をはじめとしたNGPの基本理念をしっかりと体得するため

の研修会であり、研修生同士が協力し合って様々な試験を乗り越

え、ビジネスマンに必要な能力を身に付けました。

研修では、業務における心構

えやNGPシステムの活用方法

などについて学ぶとともに、

2日目には小林信夫理事長

からNGPの理念

やこれまでの活動

に関する講話を

受けました。

令和5年9月8日の台風13号の影響により、千葉県・茨城県・福島県などで線状降水帯が発生し、この3つの地域の住宅浸水被害は床上・床下合

わせて約3800棟（※）と、大きな被害をもたらしました。

残暑の厳しい中で、過酷な状況での活動となりましたが、迅速に対応し、被災地の復興支援を後押しすることができました。

※出展：国土交通省ウェブサイト「令和5年台風第13号による被害状況等について（第9報） 」

令和 6年能登半島地震義援金の寄付

第32・33回基礎研修会

福島県

復興支援対応として、9月13日に千葉県茂原市に対策本部を

設置し、9月18日より被災車両の引取作業をスタートしました。

千葉ヤードでは南関東支部の組合員「8社」が活動して車両の

撤去を行いました。

復興支援対応として、9月13日に茨城県高萩市に対策本部を

設置し、9月18日より被災車両の引取作業をスタートしました。

茨城ヤードでは北関東支部の組合員「４社」が活動して車両

の撤去を行いました。

復興支援対応として、9月13日に福島県いわき市に対策本部を

設置し、9月18日より被災車両の引取作業をスタートしました。

福島ヤードでは東北支部の組合員「4社」が活動して車両の撤

去を行いました。

令和 5年台風 13 号による暴風雨等（千葉県・茨城県・福島県）被災車両復興支援

千葉県

茨城県

第18・19 回初級生産管理者・フロントマン研修会

基礎研修会及び初級研修会を修了した、NGPの中枢となる実務者向け

の研修会であり、部門ごとの専門講義のほか、管理者としての役割や

リーダーシップについて学ぶ共通講義を受講しました。

第35回中級生産管理者・フロントマン研修会

NGPの歴史や各委員会の取り組み、NGP三大信条

の意義、NGPグループの一員として果たすべき役割

や経営者としての行動と心構えを学びました。

第35回経営者研修会

スキャンツールの歴史や、基礎について学び、

なぜスキャンツールを使う必要があるのかにつ

いて理解しました。

第3回スキャンツールセミナー
　　　　　　　　　（基礎・応用編）

自動車の構造やパネル鈑

金及び補修塗装などの修

理技法を学ぶための研修

会で、実習ではエンジンな

どの部品を分解しながら、

故障時の不具合現象につ

いても理解を深めました。

第14回自動車技術基礎研修会

組合員向け研修会の開催 

実車を用いた研修会で、最新のハイブリッ

ドシステム等の構造について学びました。

自動車技術研修会

ハイブリッドシステムの種類や構造を

学ぶとともに、スキャンツールを用いた

バッテリーの点検やバッテリー脱着など

の実習を通じて、電動車に対する知識を

深めました。

第23回ハイブリッド・
次世代技術セミナー

Bum B 東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

Bum B 東京スポーツ文化館（東京都江東区）

2024年6月17～19日 （株）あいおいニッセイ同和自動車研究所
東富士センター（静岡県裾野市）

第32回｜2023年10月3～5日
第33回｜2024年6月11～13日

開催日 開催
場所

Bum B 東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

開催日

開催日 開催日

開催
場所

開催
場所

開催日

開催
場所

開催日

開催
場所

開催日

開催
場所

開催
場所

開催日 開催
場所

第18回｜2023年11月14～16日
第19回｜2024年7月2～4日

2024年8月28～8月30日

（株）あいおいニッセイ同和自動車研究所
東富士センター（静岡県裾野市）

2024年7月9・10日

（株）あいおいニッセイ同和自動車
研究所東富士センター（静岡県裾野市）

2024年5月20～22日

（株）あいおいニッセイ同和自動車研究所
東富士センター（静岡県裾野市）

2024年6月19～21日

（株）あいおいニッセイ同和自動車研究所
東富士センター（静岡県裾野市）

2024年6月25・26日
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沿　革 組合概要

1985年 4月 九州3社により「西日本グッドパーツグループ」として
スタート

1987年 3月 本部設立、事務所を福岡に開設

4月「日本グッドパーツ（NGP）グループ」に名称変更

1989年 6月 NGP オンラインネットワーク完成

1990年 11月 株式会社エヌ・ジー・ピーを設立(現：株式会社NGP）

1991年 1月「NGPニュース」を創刊

1995年 11月「日本自動車リサイクル部品販売団体協議会」発足、
　同協議会加盟

1998年 10月「リサイクル部品協力店」14,000 店達成

2000年 5月 大東京火災海上保険（株）（現：あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社）との間でリサイクル部品供給、及び
全損車両回収業務提携

2001年 10月 トヨタ部品共販株式会社へリサイクル部品供給開始

2002年 2月 第1回国際オートアフターマーケットEXPO2002 出展

2003年 9月 ＮＧＰグループ本部を東京都港区に移転

2004年 10月「ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合」設立
  (経済産業省所管）

2005年 5月 日本自動車車体整備協同組合連合会に賛助会員として入会

6月 ＮＥＣソフトとの協同開発による新ＮＧＰシステム完成

9月 ＮＧＰシステムとＪＡＰＲＡシステム相互利用に合意

11月 廃車買取りサイト「くるマック」全国展開（現：廃車王）

12月 日本自動車車体整備協同組合連合会とNGPダイレクト
試験運用開始

2006年 6月 マツダ部品販売株式会社（現：マツダ・パーツ）へ
リサイクル部品供給開始

8月 あいおいエコパートナーへのNGPダイレクトシステム展開

BSサミット会員へのNGP ダイレクトシステム展開

10月 ロータス会員へのＮＧＰダイレクトシステム展開

12月 エコプロダクツ2006に出展（以降、毎年出展）

2007年 1月 JA 共済連と全損車輌回収の業務提携

2月 NPO 法人世界（旧：広島未来グループ）入会

5月 早稲田大学・JAPRA・NGP共同でCO₂削減効果のデータ
ベース構築

7月 オートバックスセブンと車輌引取りの業務提携

9月 ISO9001認証取得（NGP組合本部）

10月 韓国リビルト工業会と交流覚書の調印

ユーザー向けに優良な整備事業者を紹介するＷｅｂサイト
 「ＮＧＰエコひろば」開設

2011年 7月 部品ごとの「CO₂ 削減効果の見える化」を開始

2012年 4月 リユース部品にベルマークをつけてベルマーク運動に協賛

10月 業界初のテレビCM放映開始

2013年 1月 NGP 青年部発足

全国自動車整備協業協同組合協議会とのリサイクル部品
流通に関する提携合意調印

4月「マフレ・ワランティ・ジャパン」と業務提携

5月「自動車リサイクル部品産学共同研究会」を発足

12月 廃車買取りサイト「くるマック」を「廃車王」にリニューアル

2014年 3月「東日本自動車解体処理協同組合」と業務提携

7月「自動車リサイクル関連総合サービスサイト」を開設

10月 かんたん鈑金見積システム「ぱっと！くん」をあいおい
ニッセイ同和損保と共同開発

2015年 7月「NGPパーツ王」としてAmazonでリユース部品販売開始

9月 関東・東北豪雨被災車両の回収復興支援開始

ISO9001・14001合同認証取得（ 組合本部/組合員70社）

2016年 4月 CO₂ 削減効果値の理論的根拠の発表

9月 ISO27001合同認証追加取得（ 組合本部/組合員101社）

10月 NGP創立 30周年記念式典を開催

2017年 3月 ホームページ全面リニューアル

8月「NGP産学共同研究会」主要売れ筋部品「91.4%」の
  CO₂削減効果値を算出

10月「ブロードリーフ」と業務提携

2018年

2020年

2019年

4月「廃車王」業界初の全国テレビCM放映

7 月「平成 30 年7 月豪雨」被災車両の回収復興支援実施

7月 SDGs宣言及び取組み推進活動開始

9月 九州北部豪雨による被災車輛の回収復興支援実施

10月 台風15·19号·豪雨による被災車輛の回収復興支援実施
（全国８ヶ所）

1月 ＮＧＰシステム大幅改良（一般向け形状マスター化）

3月 外務省「JAPAN SDGs Action Platform」取組み事例
にSDGs 活動掲載

7月 九州豪雨水害による被災車輛の回収復興支援実施

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合 株式会社NGP

●所在地：

●創 立：1985 年 4月

●代表者：理事長　小林 信夫

●組合員数：131 組合員、157 拠点

●事業内容：

●所在地：

 

●設立：1990 年 11 月

●代表者：代表取締役　佐藤 幸雄

●事業内容：

  

●許認可：

健全な自動車リサイクル事業の構築を目指し、全国組合員

企業の経営意識向上、意識改革までの「企業の社会責任」を

遂行し、補修部品の消費者へ啓蒙と販売
NGPシステムの運営管理

損害保険会社及びリース会社使用済み自動車引取窓口業務

ISO14001 コンサルティング

その他サポート

株式会社 NGP は、NGP日本自動車リサイクル事業協同組合の

関連会社です。

協同組合と一元一体体制のもと、NGPグループ支援を中心に

事業展開をしております。

［本部］

〒108-0075  東京都港区港南 2-12-32 サウスポート品川 4F

TEL： 03-6705-1208

FAX： 03-6705-1209

URL： https://www.ngp.gr.jp/
〒108-0075  東京都港区港南 2-12-32 サウスポート品川 4F

TEL： 03-6705-1212

FAX： 03-6705-1201

URL：https://www.ngp.co.jp/ 

古物商許可 : 東京都公安委員会第 301090207822 号

引取業者登録番号 :20131004378

2008年 4月 株式会社損害保険ジャパンと全損車両回収の業務提携

9月 海外向けNGP個社ダイレクトシステム運用開始

2009年 3月 リターナブル梱包材運用開始

10月「コンピュータ画像検索システム」テスト運用開始

2010年

2011年

3月「クレーム情報検索の電子化」で情報収集

9月 再生資源回収利用協会視察団（中国）来日

11月 ISO45001合同認証追加取得（ 組合本部/組合員101社）

2021年

2022年

2月「NGPアップサイクルプロジェクト」始動

5月「NGPバーチャル工場見学会」開始 

6月「ビィ・フォアード社」と業務提携 

3月「NIKKEI脱炭素アワード2023」にて「奨励賞」を受賞

9月 業界初の取組みとなる自動車リサイクルを通じたカー
ボンニュートラル・SDGsの取組み支援サービスを開始

日本国内最大級の自動車リサイクル部品の在庫共有ネッ
トワーク「オールリサイクルパーツネットワーク」が誕生

NGPグループ本部を東京都港区高輪から同区港南に移転

4月

7月

2023年

2024年

「お客様第一！」

「よりよい商品を！より正確に！より早く！」

「補修部品業界のリーダーたること！」

SDGsの達成には、1団体の取組みだけ
でなく、様々な団体と連携しながら
取組みを拡大させていくことが不可
欠なため、国が設置しているプラッ
トフォームに参加しています。4月 東日本大震災被害車両の回収活動実施

●受賞歴

5月 NGP パーツ王「ヤフオク!店」及び
「Yahoo!ショッピング店」をオープン

  1月

 2月

3月

2016年 10月 「中小企業団体全国大会」にて「優良組合賞」 

2021年 2月 「第17回LCA日本フォーラム賞」にて
「経済産業省産業技術環境局長賞」 

12月 「第22回グリーン購入大賞」にて
「大賞・経済産業大臣賞」

「令和3年度気候変動アクション環境大臣表彰」 

2022年

2023年

11月 「2022年度持続可能な社会づくり活動表彰」にて
「資源循環活動賞」

 「第5回エコプロアワード」にて「経済産業大臣賞」 

「第2回クルマ・社会・パートナーシップ大賞」にて
「グッドパートナー事業」

「脱炭素チャレンジカップ2023」にて「奨励賞」

NGPパーツ王、「ヤフオク!ベストアワード2022」にて
「急上昇ストア賞」

 3月2024年 「NIKKEI脱炭素アワード2023」にて「奨励賞」
　NGPパーツ王、「ヤフオク!ベストアワード2023」にて
「自動車パーツ部門賞」

12月

「第24回中小企業組織活動懸賞レポート」にて「本賞」 

NGP三大信条


